
　
様
々
な
交
通
安
全
活
動
は
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
協
力
費
に
よ
っ
て
、

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

・
交
通
安
全
運
動
中
の
活
動

　
　
地
区
内
自
動
車
で
の
広
報
、
　

　
　
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
　

　
　
板
、
横
断
幕
、
交
通
安
全
旗
、

　
　
の
ぼ
り
旗
、
街
頭
広
報

 

・
交
通
安
全
物
資
の
斡
旋

 

・
交
通
安
全
鉄
人
コ
ン
テ
ス
ト
の

　

実
施

 

・
各
支
部
に
活
動
資
金
の
助
成

 

・
交
通
事
故
犠
牲
者
慰
霊
と

　

安
全
祈
念
祭

 

・
交
通
安
全
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
の

　

募
集
及
び
表
彰

 

・
優
良
運
転
者
、
団
体
、
交
通
功
労

　

者
の
上
申
・
表
彰

 

・
小
学
校
入
学
お
祝
い
品
贈
呈

 

・
自
転
車
乗
車
技
能
向
上
コ
ン
テ
ス
ト

 

・
交
通
安
全
等
Ｄ
Ｖ
Ｄ
無
料
貸
出

 

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
無
料
貸
出

　
（
要
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
）

 

・
協
賛
店
で
の
割
引
サ
ー
ビ
ス

 

・
運
転
経
歴
証
明
書
の
手
数
料
補
助

　
是
非
協
会
に
加
入
し
て
頂
い
て
、

お
住
ま
い
の
地
域
の
交
通
安
全
活
動

に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

交通安全協会へのご加入・ご協力お願いします
主
な
事
業
・
活
動

　
琴
浦
大
山
警
察
署
長
の
笠
田
で

ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
安
全
協
会
琴

浦
大
山
地
区
協
会
の
皆
様
に
は
、

日
頃
か
ら
地
域
の
交
通
安
全
活
動

を
始
め
警
察
業
務
各
般
に
わ
た
っ
て
多
大
な
る
御
支

援
、
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
例
年
、
様
々
な
災
害
が
日
本
各
地
で
発
生

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
地
震
、
豪
雨
、
台
風

な
ど
が
続
け
様
に
発
生
し
て
甚
大
な
被
害
と
な
り
、

「
天
災
は
忘
れ
る
間
も
な
く
や
っ
て
く
る
。」と
い
っ

た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
九
月
末
の
台
風
24
号
に
際
し
て
は
、
大
雨
に
よ
っ

て
琴
浦
町
内
で
道
路
が
崩
落
し
て
車
両
が
転
落
し
、

尊
い
生
命
が
犠
牲
と
な
る
大
変
痛
ま
し
い
災
害
も
発

生
し
ま
し
た
。

　
夏
場
の
猛
暑
も
、
今
年
は
特
に
厳
し
く
、天
気
予

報
で
は
連
日「
命
に
関
わ
る
暑
さ
に
注
意
し
て
下
さ

い
。」
な
ど
と
呼
び
掛
け
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
災
害
や
天
候
に
遭
遇
し
ま
す
と
、
普

通
に
電
気
や
水
が
使
え
る
生
活
が
い
か
に
あ
り
が
た

い
か
身
に
染
み
る
と
こ
ろ
で
す
し
、
私
ど
も
と
し
ま

し
て
は
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や
救
出
救
助
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
に
活
動
で
き
る
よ
う
常
に
備

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
台
風
や
豪
雨
に
際
し
て
は
、
避
難

勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
普
段
、

災
害
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
「
自
分
の

所
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
。」
と
中
々
現
実
の
避
難
行
動

に
移
ら
ず
、
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
例

も
散
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
や
は
り
一
人
ひ
と
り
の
方
が
、
自
ら
の
命
は
自
ら

で
守
る
た
め
早
め
の
避
難
で
あ
っ
た
り
、
近
隣
に
援

助
が
必
要
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
余
裕
を
持
っ
て

声
を
掛
け
て
助
け
合
う
と
い
っ
た
思
い
や
り
の
心
を

常
に
意
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
も
通
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
は
毎
日
の
様
に
自
動
車
を
使
用
し
て
お
り
ま

す
が
、
交
通
事
故
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
そ
う
あ
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
慣
れ
や
油
断
が
生
じ

て
し
ま
い
、
う
っ
か
り
し
て
必
要
な
安
全
確
認
を

怠
っ
た
り
、
脇
見
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に

よ
っ
て
交
通
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
毎
日
自
動
車
を
使
い
、
毎
日
自
動
車
が
走
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
い
つ
自
分
が
交
通
事
故
に
遭
遇
す
る

か
も
分
か
ら
な
い
と
油
断
し
な
い
こ
と
が
大
変
重
要

な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
幸
い
当
署
管
内
は
、
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
の
長

年
に
わ
た
る
献
身
的
な
活
動
に
よ
り
、
交
通
安
全
意

識
が
地
域
に
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
交
通
安
全
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
黄
色

の
「
交
通
安
全
旗
」
が
あ
り
、
各
家
庭
の
玄
関
先
に

掲
げ
ら
れ
て
、
自
然
に
注
意
喚
起
し
て
く
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
取
組

を
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
紅
葉
が
始
ま
り
、
大
山
開
山
一
三
〇
〇

年
祭
と
相
ま
っ
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
交
通
量
が
増
加
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
が
、

自
然
豊
か
で
人
情
味
溢
れ
る
こ
の
地
で
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
も
感
謝
し
つ
つ
、
油
断
す
る
こ
と

な
く
交
通
事
故
の
な
い
琴
浦
町
と
大
山
町
を
目
指
し

て
署
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
の
御

支
援
、
御
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
交
通
安
全
協
会
琴
浦
大
山
地
区
協
会
の

益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。（
Ｈ
30
・
10
・
11
筆
）

　
平
成
三
十
年
度
委
員
会
で
の
琴
浦
大
山

警
察
署
長
・
琴
浦
大
山
地
区
協
会
長
の
連

名
表
彰
の
交
通
安
全
功
労
者
と
優
良
運
転

者
及
び
琴
浦
大
山
地
区
協
会
長
よ
り
感
謝

状
の
受
賞
者
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

　【
表
彰
の
部
】

◎
交
通
安
全
功
労
者

　
八
橋
支
部
　
　
佐
渡
　
　
薫

　
聖
郷
支
部
　
　
横
山
　
英
明

◎
優
良
運
転
者

　
八
橋
支
部
　
　
山
根
　
由
貴

　
　
　
　
　
　
　
押
本
　
米
子

　
　
　
　
　
　
　
仲
田
　
広
行

　
徳
万
支
部
　
　
山
村
　
友
美

　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
弥
生

　
赤
碕
支
部
　
　
南
　
　
信
子

　
　
　
　
　
　
　
澤
田
　
一
美

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
知
江

　
　
　
　
　
　
　
中
西
　
路
子

　
　
　
　
　
　
　
圓
山
　
香
奈

　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
康
久

　
安
田
支
部
　
　
髙
塚
要
一
郞

　
　
　
　
　
　
　
高
塚
　
泰
子

　
　
　
　
　
　
　
福
元
　
康
之

　
成
美
支
部
　
　
河
野
　
昌
裕

　
以
西
支
部
　
　
小
椋
　
尋
子

　
中
山
支
部
　
　
森
本
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
繁
之

　
逢
坂
支
部
　
　
橋
井
　
育
子

　
　
　
　
　
　
　
田
宮
　
　
恵

　
　
　
　
　
　
　
高
見
　
　
操

　
名
和
支
部
　
　
山
本
　
　
茂

　
大
山
支
部
　
　
遠
藤
　
　
学

　
　
　
　
　
　
　
陶
山
　
繁
樹

　
　
　
　
　
　
　
馬
田
　
喜
好

　
　
　
　
　
　
　
福
留
　
寿
規

　
　
　
　
　
　
　
深
田
　
幸
美

　
　
　
　
　
　
　
美
柑
　
房
子

　
　
　
　
　
　
　
小
原
　
亜
美

【
感
謝
状
の
部
】

◎
協
力
者

　
以
西
支
部
　
　
小
椋
　
正
和

　交通事故撲滅を願い、交通安全活動に役立
てて欲しいと琴浦町赤碕の建設業・株式会社
井木組（井木敏晴社長）様より琴浦大山地区
協会に、現金10万円の寄付を頂きました。

ママ
・・
署署
察察
警警
山山
大大
浦浦
琴琴

スス
ココ
ッッ
トト
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー

　
琴
浦
大
山
所
管
内
の
皆
様
に

は
、
日
頃
は
も
と
よ
り
交
通
安
全

期
間
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

始
め
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
二
月
に
前
会
長
の
小
椋
正
和
氏
の
突

然
の
退
任
に
よ
り
、
後
任
と
し
て
私
、
田
中
が
地
区

会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
副
会
長
と
し
て
、

小
椋
会
長
の
も
と
で
い
ろ
い
ろ
と
活
動
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
会
長
と
い
う
重
責
を
思
う
と
そ
の

任
で
は
な
く
、
大
変
心
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
副
会
長
さ
ん
を
始
め
各
常
任
委

員
の
方
々
、
ま
た
各
支
部
長
さ
ん
の
ご
指
導
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
交
通
安
全
に
対
す
る
思
い
や
り
を

始
め
、
管
内
は
も
と
よ
り
交
通
事
故
が
一
件
で
も
少

な
く
な
る
よ
う
精
一
杯
交
通
事
故
防
止
に
頑
張
っ

て
参
り
ま
す
。

　
私
は
、
常
日
頃
考
え
て
実
行
し
て
い
る
こ
と
は

「
一
〇
分
早
出
、
ゆ
と
り
の
運
転
」
を
頭
に
入
れ
て

運
転
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
信
号
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず
、
交
差
点
で
は
左
右
の
確
認
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
育
も
大
切
で
す
。
信
号
を

守
る
。
こ
れ
は
誰
で
も
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す

が
、
信
号
の
変
わ
り
め
な
ど
に
は
つ
い
無
視
を
す
る

車
や
歩
行
者
が
目
立
ち
ま
す
。
ま
た
駐
停
車
禁
止
場

所
に
平
気
で
車
を
止
め
た
り
、
走
行
中
に
合
図
を
出

さ
ず
に
急
に
車
線
変
更
を
し
た
り
と
、
交
通
マ
ナ
ー

の
悪
さ
を
目
に
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
守
る
こ
と
が
、
自
ら
の
交
通
事
故
防
止

を
図
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
交
通
安
全
教
育
を
学
校
・
地
域
・
家
庭
等

で
し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

高
齢
者
に
交
通
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
周
知
し
、
向
上

に
努
め
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
忘
れ
ず
、
安

全
で
安
心
な
地
域
を
目
指
し
て
交
通
安
全
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の

更
な
る
ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

鳥
取
県
交
通
安
全
協
会

交通安全協会琴浦大山地区協会だより 第30号（4）平成30年12月1日発行交通安全協会琴浦大山地区協会だより 平成30年12月1日発行（1）第30号

琴
浦
大
山
警
察
署
長
　
笠
田　

孝
二

鳥取県交通安全
年間スローガン

つ
く
ろ
う
よ

  
事
故
な
し

　 
笑
顔
の
鳥
取
県
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〒689-2501
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交
通
安
全
功
労
者
・

　
優
良
運
転
者
表
彰 

他

災
害
と
交
通
事
故
な
し
を
願
っ
て

災
害
と
交
通
事
故
な
し
を
願
っ
て

一
般
財
団
法
人
　
鳥
取
県
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
琴
浦
町
大
山
地
区
協
会
長
　
田
中　
　

明

一
〇
分
早
出
　
ゆ
と
り
の
運
転

一
〇
分
早
出
　
ゆ
と
り
の
運
転

㈱井木組様より寄付
　
む
か
し
む
か
し
、
赤
碕
に
梨
選
果
場
が
あ
っ
た
と
さ
。
あ
る
日
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。
地
上
が
と
て
も
騒
が
し
く
、
何

事
か
と
思
い
、
久
し
ぶ
り
に
地
上
に
出
た
梨
の
精
霊
。
な
ん
と
そ
こ
に
は
琴
浦
大
山
警
察
署
が
建
っ
て
お
っ
た
ん
だ
と

さ
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
被
害
に
あ
っ
た
り
お
年
寄
り
が
騙
さ
れ
た
り
、
そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な
世
の
中
に
な
っ
て
お
っ

た
そ
う
な
。
そ
こ
で
精
霊
は
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
ろ
う
と
「
琴
浦
大
山
な
し
奉
行
（
通
称
「
な
し
奉
行
」）」

に
姿
を
変
え
た
ん
だ
と
さ
。

　
今
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
「
い
か
の
お
す
し
」

と
一
緒
に
「
被
害
な

し
！
事
故
な
し
！
違
反

な
し
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
ど
ん
な
所
に
も

駆
け
つ
け
て
、
住
民
の

安
全
と
安
心
を
守
っ
て

い
る
ん
だ
と
さ
。

〜
誕
生
も
の
が
た
り
〜

「
琴
浦
大
山
　
　
奉
行
」降
臨
!!

な
し

「
い
か
の
お
す
し
」

（井木組 高力部長様・小椋前地区協会長）
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谷
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文
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岡
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大
山
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管
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（
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長
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明

美
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（
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部
長
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岩

倉
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浦
安
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部
長
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篤

史
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（
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布
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照
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（
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政
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（
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西
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義
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（
名
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（
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遠
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義
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（
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万
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（
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井
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雄
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名
和
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） 
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信
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（
大
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坂

田

秀

樹

事
務
局
職
員 

川

本

明

美

　平成30年6月30日（土）三朝町・三朝総合スポーツセ
ンターにて「第13回交通安全高齢者自転車鳥取
県大会」が開催されました。学科テストと実
技テストの結果、「琴浦チーム」が団体優勝
しました。個人では倉本稔さんが優勝、竹
中達博さんが準優勝となりました。

　★65歳以上の方、来年是非出場してみませんか。

（左から倉本　稔さん、竹中幸治さん、竹中達博さん）

（一財）鳥取県交通安全協会
　　　　　琴浦大山地区協会長　田中　明
　田中明琴浦大山地区協会長が、長年にわたる
顕著な功績が認められ、警察庁長官より警察部
外功労者表彰（警察協力章）を受賞しました。
　表彰状が、佐野裕子鳥取県警察本部長から伝
達されました。

　
本
年
も
、秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日
の
九
月
二
十
一
日
に
、琴
浦
町
赤
碕
の
交
通

安
全
祈
念
塔
の
前
に
て
、
交
通
事
故
犠
牲
者
慰
霊
と
安
全
祈
念
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
晴
天
の
も
と
、
遺
族
の
方
々
や
小
松
琴
浦
町
長
様
、
笠
田
琴
浦
大
山
警
察
署
長
様
、

源
内
交
通
課
長
様
、
高
力
琴
浦
大
山
地
区
安
全
運
転
運
行
管
理
者
協
議
会
長
様
、
各
町

の
交
通
安
全
指
導
員
様
及
び

交
通
担
当
者
様
、
交
通
安
全

協
会
の
役
員
ら
約
五
十
名
が

参
列
し
ま
し
た
。

　
三
百
七
十
六
柱
の
犠
牲
者

の
名
簿
を
奉
納
し
、
遺
族
の

方
々
と
も
に
黙
祷
、
献
花
を

し
て
ご
冥
福
を
祈
念
し
ま
し

た
。

　只今、「第25回　安全運転鉄人コンテスト琴浦大山」の
実施期間中です。４人１組、一般25チーム・事業所258チー
ムが力を合わせ心を一つにして、平成31年１月６日まで無
事故・無違反目指して安全
運転に取り組んでいます。

昨年度第24回
表彰式の様子
H30.2.17

〈 〉

交通安全協会琴浦大山地区協会だより 第30号（2）平成30年12月1日発行交通安全協会琴浦大山地区協会だより 平成30年12月1日発行（3）第30号

役
員
・
職
員
一
同

主な事業・活動

スノータイヤ着用広報
（中山スノーステーション）

飲酒運転根絶広報
（中山スノーステーション）

鳥取県中央ルートナイン広報
（北栄町道の駅大栄前）

安全運動出発式
（平岩記念館）

自転車リンリン指導
（赤碕中学校）

事故なし（梨）作戦広報
（中山スノーステーション）

前 列 左：佐野裕子 鳥取県警察本部長
前列中央：田中　明 琴浦大山地区協会長

警察部外功労者表彰
　　 （警察協力章）受賞

交
通
事
故
犠
牲
者
慰
霊
と
安
全
祈
念
祭

目指せ★鉄人!!

平成30年度
交通安全作文・交通安全ポスター 入選

（一財）鳥取県交通安全協会
鳥取県交通安全活動推進センター

主催

〈ポスター・中学の部〉
　特別賞　小原　乙華さん （大山中学校・1年生）
〈作文・中学の部〉
　優秀賞　谷束莉乃音さん （東伯中学校・3年生）


